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「
戦
後
８０
年
、

昭
和
１
０
０
年
」

に
あ
た
る
今
年
も

残
す
と
こ
ろ
１
カ

月
余
り
。
１
年
を

振
り
返
る
時
季
と

な
っ
た
。
今
年
の

出
来
事
で
異
口
同
音
に
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
様
々
な
最
高
気
温

の
記
録
を
塗
り
替
え
た
酷
暑
で

あ
ろ
う
。
春
秋
を
ほ
と
ん
ど
感

じ
る
こ
と
な
く
「
二
季
」
化
し

て
い
る
状
況
だ
。
こ
の
気
候
の

影
響
か
餌
と
な
る
木
の
実
が
激

減
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
「
ク
マ

被
害
」
が
急
増
、
法
改
正
に
よ

り
「
緊
急
銃
猟
」
が
行
わ
れ
る

に
至
っ
た
▼
２
年
続
け
て
の
酷

暑
は
米
の
作
柄
へ
も
影
響
し
、

農
政
の
失
策
と
も
相
ま
っ
て
米

不
足
が
表
面
化
。
政
府
備
蓄
の

「
古
古
古
米
」
の
放
出
ま
で
行

わ
れ
た
が
、
米
価
格
の
下
げ
は

一
時
的
で
、
他
の
食
品
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
と
も
に
「
物
価
高
」

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
憲
政

史
上
初
の
「
女
性
首
相
」
と
な

っ
た
高
市
氏
の
喫
緊
の
課
題
は

こ
の
「
物
価
高
」
や
「
ト
ラ
ン

プ
関
税
」
へ
の
対
応
な
ど
の
経

済
対
策
だ
▼
酷
暑
の
中
行
わ
れ

た
関
西
万
博
、
開
催
前
は
否
定

的
な
報
道
が
多
か
っ
た
「
オ
ー

ル
ド
メ
デ
ィ
ア
」
だ
が
、
い
ざ

始
ま
る
と
好
意
的
な
内
容
が
多

く
、
誕
生
当
初
は
不
気
味
と
言

わ
れ
た
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」
も

一
転
人
気
者
に
。
跡
地
は
カ
ジ

ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
施
設
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
違
法
と
は
い
え
「
オ

ン
カ
ジ
」が
普
及
し
て
い
る
今
、

対
面
の
カ
ジ
ノ
に
ど
れ
ほ
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。「
チ

ャ
ッ
ピ
ー
」
（C

hatG
PT

）
な

ら
ど
ん
な
解
決
策
を
提
示
す
る

だ
ろ
う
？
▼
今
年
の
「
新
語
・

流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
言
葉
」
で
１
年
を
振
り
返

っ
て
み
た
。

（
Ｙ
Ｔ
）

田中麻衣子
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医療機関支援・診療報酬引き上げ求め

財務省への要請を実施

ル
テ
使
用
の
義
務
化
を
実
施
し

な
い
こ
と
―
の
４
点
。
こ
の
ほ

か
、
会
員
か
ら
集
約
し
た
「
地

域
の
医
療
機
関
を
守
る
た
め
、

緊
急
財
政
措
置
と
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
医

師
・
歯
科
医
師
要
請
署
名
」
１

千
１
８
９
筆
を
懇
談
議
員
・
議

員
秘
書
に
手
渡
し
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
問
題

「
国
民
に
は
痛
手
」

山
崎
誠
議
員

　

山
崎
誠
議
員
（
衆
・
立
憲
）

と
の
懇
談
で
は
、
政
府
に
よ
っ

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
電

子
カ
ル
テ
使
用
の
義
務
化
に
つ

い
て
言
及
。
藤
田
理
事
は
導
入

コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
管
理
が
大
き
な
負
担

と
な
る
こ
と
、
ま
た
電
子
カ
ル

テ
も
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
仕
様
が

異
な
る
こ
と
を
説
明
。
標
準
化

も
一
部
進
め
ら
れ
て
は
い
る

が
、
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
率
は

４３
％
と
半
数
以
下
で
あ
る
こ
と

か
ら
義
務
化
は
拙
速
で
あ
る
と

し
た
。

　

ま
た
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

適
用
除
外
が
検
討
さ
れ
て
い
る

薬
剤
に
つ
い
て
、
山
崎
議
員
か

ら
は
「
家
族
も
ア
ト
ピ
ー
の
治

療
で
ヒ
ル
ド
イ
ド
を
処
方
さ
れ

て
い
た
。
保
険
か
ら
外
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
患
者
・
国
民

に
は
大
き
な
痛
手
と
な
る
」
と

し
て
負
担
増
加
に
つ
な
が
る
危

険
性
に
理
解
を
示
し
た
。

１１
月
２０
日
、
保
団
連
は
医
療
機

関
支
援
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

求
め
、
財
務
省
へ
の
要
請
を
行
っ

た
。
保
団
連
側
か
ら
は
宇
佐
美
副

会
長
・
住
江
名
誉
会
長
、
神
奈
川

協
会
か
ら
二
村
副
理
事
長
（
保
団

連
理
事
）
が
出
席
し
、
財
務
省
側

は
一
松
主
計
局
次
長
が
対
応
し

た
。

　

要
請
の
中
で
二
村
副
理
事
長

は
、
病
院
と
比
較
し
て
診
療
所
は

利
益
率
が
高
い
と
い
う
財
務
省
の

主
張
に
対
し
、「
財
務
省
は
平
均

値
で
見
て
い
る
が
、
最
頻
値
を
見

な
け
れ
ば
実
態
と
乖
離
す
る
」
と

指
摘
。
無
床
診
療
所
の
経
常
利
益

率
の
最
頻
値
が
０
・
０
～
１
・
０

％
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
診
療
所
の

約
４
割
は
赤
字
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
。
一
松
氏
は
「
医
療
機
関

へ
の
支
援
を
適
切
に
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
対
応
し
た
。
ま
た
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
「
地
域
の
医
療

機
関
を
守
る
た
め
、
緊
急
財
政
措

置
と
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
要
請

署
名
」
１
万
４
千
４
７
６
筆
を
提

出
し
た
。

か
ら
出
て
い
る
「
経
営
情
報
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
医
療
法
人
の

み
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
個
人
立

の
無
床
診
療
所
は
含
ま
れ
て
い

な
い
点
を
指
摘
。
議
員
側
も
個

人
立
の
デ
ー
タ
把
握
・
必
要
性

に
理
解
を
示
し
た
。

　

太
栄
志
議
員
（
衆
・
立
憲
）
秘

書
と
の
懇
談
で
は
、
メ
デ
ィ
ア

で
は
病
院
の
窮
状
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
診
療
所

の
経
営
も
厳
し
い
と
し
て
、
病

院
・
診
療
所
双
方
へ
の
支
援
を

求
め
た
。太
議
員
秘
書
か
ら「
財

務
省
に
は
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て

い
る
の
か
」
と
質
さ
れ
、
同
日

に
保
団
連
主
催
で
財
務
省
へ
の

要
請
を
実
施
す
る
と
応
じ
た
。

　

医
療
機
関
の
経
営
悪
化
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
協
会
か
ら
財

務
省
・
厚
労
省
へ
の
要
請
を
仲

介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
財

務
省
や
厚
労
省
と
の
懇
談
が
必

要
な
場
合
は
場
を
設
け
た
い
」

と
前
向
き
な
発
言
が
あ
っ
た
。

歯
科
の
点
数
の
低
さ

視
察
を
基
に
理
解

大
塚
小
百
合
議
員

　

大
塚
小
百
合
議
員
（
衆
・
立

憲
）
と
の
懇
談
で
は
、
協
会
か

ら
２４
年
度
改
定
や
物
価
高
騰
等

に
よ
り
、
病
院
に
限
ら
ず
診
療

所
も
厳
し
い
経
営
実
態
で
あ
る

こ
と
を
説
明
。
大
塚
議
員
は
、

「
医
療
機
関
は
営
利
企
業
と
は

違
う
。
通
常
に
診
療
し
て
い
れ

ば
成
り
立
つ
制
度
で
あ
る
べ

き
」
と
し
、
診
療
所
へ
の
支
援

に
理
解
を
示
し
た
。
ま
た
自
身

の
大
学
病
院
の
視
察
を
基
に
、

歯
科
に
お
け
る
低
い
診
療
報
酬

の
問
題
に
も
言
及
し
た
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

除
外
に
つ
い
て
大
塚
議
員
は
、

こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
と
患
者
は

医
療
機
関
に
か
か
ら
ず
、
病
態

が
悪
化
す
る
点
等
を
問
題
視
し

た
。
電
子
カ
ル
テ
の
義
務
化
で

は
、
協
会
か
ら
一
般
診
療
所
の

普
及
率
が
半
数
に
も
満
た
な
い

こ
と
、
ま
た
医
療
法
「
改
正
」

案
で
期
限
と
目
標
数
値
が
明
文

化
さ
れ
て
い
る
問
題
を
指
摘

し
、
議
員
も
理
解
を
示
し
た
。

診
療
所
の
経
営
も

厳
し
い

　

坂
井
学
議
員
（
衆
・
自
民
）

秘
書
と
の
懇
談
で
は
、
厚
労
省

「
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を
求
め
る
」

署
名
１
千
１
８
９
筆
を
提
出

１１
月
２０
日
、
協
会
は
国
会
行
動
を
実
施
。
二

村
副
理
事
長
、
藤
田
・
小
柳
両
理
事
が
赴
き
、

２
名
の
議
員
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
へ
反
対

個
人
立
診
療
所
は
実
質
６
割
赤
字

医
療
法
改
定
案
へ
政
策
部
長
談
話

歯
科
は
貧
困
経
営
プ
ラ
ス
改
定
を

営
利
企
業
の
医
療
参
入
に
道
開
く

中
医
協
実
調
で
政
策
部
長
談
話

　

政
策
部
は
１１
月
２８
日
、
磯
崎

部
長
談
話
「
診
療
所
（
個
人
立
）

も
経
営
悪
化
顕
著

実
質
６
割

は
赤
字
／
歯
科
は
貧
困
経
営

病
院
は
深
刻

診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
は
道
理
」
を
発
表

し
、
財
務
省
、
中
医
協
委
員
、

国
会
議
員
、
マ
ス
コ
ミ
等
へ
送

付
し
た
（
３
面
）
。
談
話
は
、

１１
月
２６
日
に
中
医
協
が
発
表
し

た
医
療
経
済
実
態
調
査
の
結
果

に
関
し
分
析
し
、
診
療
報
酬
の

大
幅
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
た
も

の
。
談
話
へ
は
元
日
医
役
員
、

県
医
師
会
役
員
、
日
本
臨
床
内

科
医
会
役
員
、
元
朝
日
新
聞
編

集
委
員
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
な
ど
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

　

今
春
の
財
政
審
「
建
議
」
以

来
、
診
療
所
を
標
的
化
し
、
診

療
所
の
診
療
報
酬
を
引
き
下
げ

て
病
院
の
引
き
上
げ
財
源
と
す

る
こ
と
を
財
政
制
度
等
審
議
会

は
主
張
し
て
い
る
。
談
話
は
、

こ
の
こ
と
に
対
し
厚
労
省
が
医

　

政
策
部
は
１２
月
３
日
、
磯
崎

部
長
談
話
「
営
利
企
業
の
医
療

参
入
の
梃
つ
く
る
医
療
法
改
正

／
偽
装
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
温
床
、

『
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
』

に
反
対
す
る
」
を
発
表
し
、
厚

労
省
、
日
医
・
日
歯
、
各
県
医

師
会
、
国
会
議
員
、
マ
ス
コ
ミ

等
へ
送
付
し
た
（
５
面
）
。
談

話
は
、
衆
院
で
２７
日
に
可
決
し
、

参
院
で
の
可
決
成
立
が
目
前
に

迫
っ
た
医
療
法
改
正
案
に
関

し
、
全
く
議
論
が
な
い
「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
」
の
危

険
性
を
警
鐘
し
た
も
の
。

　

談
話
は
、
本
法
案
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
に
関
し
、
患
者
の

「
受
診
場
所
」
を
提
供
す
る
ハ

コ
も
の
サ
ー
ビ
ス
を
「
業
」
と

し
規
定
す
る
こ
と
の
不
思
議

と
、
そ
の
必
要
性
の
な
い
こ
と

を
指
摘
。
こ
の
ハ
コ
モ
ノ
施
設

が
創
設
さ
れ
た
場
合
、
医
療
機

関
の
開
設
と
違
い
、
感
染
防
止

な
ど
の
医
療
安
全
規
制
に
拘
束

さ
れ
な
い
ハ
ー
ド
ル
の
低
い

「
受
診
場
所
」
の
設
置
が
容
易

に
で
き
る
と
憂
慮
。
医
療
機
関

の
み
な
ら
ず
、
薬
局
や
営
利
企

業
が
、
こ
の
「
医
療
機
関
も
ど

き
」、「
偽
装
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の

設
置
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
危
険
性
を
強
調
し
た
。

　

更
に
は
健
康
被
害
や
ト
ラ
ブ

ル
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
営

利
企
業
に
よ
る「
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
リ
ア
ル
な

拠
点
を
も
ち
、実
質
、営
利
企
業

に
よ
る
医
療
本
体
へ
の
参
入
に

な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
こ
の

法
制
化
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。

　

談
話
へ
は
、
弁
護
士
、
神
奈

川
県
議
会
議
員
、
東
京
内
科
医

会
元
役
員
、
日
医
元
役
員
、
研

究
所
、
全
日
本
民
医
連
、
大
阪

協
会
理
事
長
、
石
川
協
会
副
会

長
な
ど
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

療
保
険
部
会
で
診
療
所
（
医
療

法
人
）
の
４
割
が
赤
字
だ
と
反

証
し
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
１１

月
２７
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

で
言
及
が
あ
っ
た
診
療
所
（
個

人
立
）
に
関
し
、
実
態
調
査
結

果
の
損
益
差
額
か
ら
院
長
給
与

を
差
し
引
く
と
、
実
質
６
割
は

赤
字
と
な
る
と
指
摘
。

　

歯
科
診
療
所（
個
人
）
で
は
最

頻
損
益
差
額
は
６
３
４
・
０
万

円
、
損
益
率
２１
・
９
％
で
し
か

な
く
、
こ
こ
か
ら
院
長
給
与
等

の
捻
出
を
勘
案
す
る
と
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
状
態
に
あ
る
と
指
摘
。

　

閣
議
決
定
さ
れ
た
、
補
正
予

算
で
の
緊
急
措
置
に
よ
る
、
医

療
機
関
従
業
員
の
賃
上
げ
３
％

措
置
を
無
に
し
な
い
た
め
に

も
、「
最
低
限
改
定
率
３
％
」

は
必
須
だ
と
説
い
た
。
重
ね

て
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
で
増
税
し
た
消
費
税
５
％

の
う
ち
１
％
分
は
社
会
保
障
機

能
強
化
分
で
あ
り
、
当
初
の
１

％
分
の
税
収
２
・
８
兆
円
が
昨

年
３
・
３
兆
円
と
な
り
、
５
千

億
円
上
振
れ
し
て
い
る
と
指

摘
。
こ
の
上
振
れ
分
を
、
医
療

体
制
強
化
分
と
し
て
診
療
報
酬

改
定
財
源
と
す
れ
ば
、
改
定
率

４
％
と
な
り
、
こ
れ
に
２
０
１

４
年
以
降
、
反
故
と
さ
れ
て
い

る
薬
価
引
き
下
げ
分
の
技
術
料

振
り
替
え
（
７２
年
の
中
医
協「
建

議
」
事
項
）
の
復
元
で
１
％
上

乗
せ
で
き
、
改
定
率
５
％
は
可

能
だ
と
提
示
。
イ
ン
フ
レ
局
面

を
踏
ま
え
２
年
分
を
見
込
み

「
真
水
」
で
の
診
療
報
酬
の
大

幅
プ
ラ
ス
改
定
を
強
く
求
め
て

い
る
。

　

今
回
の
要
請
項
目
は
次
の
通

り
。
①
医
療
機
関
に
対
し
速
や

か
な
「
期
中
改
定
」
の
実
施
、

併
せ
て
次
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
基
本
診
療
料
を
中
心
と
し

た
１０
％
以
上
の
引
き
上
げ
を
行

う
こ
と
、
②
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を

保
険
適
用
か
ら
外
さ
な
い
こ

と
、
③
従
来
の
健
康
保
険
証
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
、
④
電
子
カ
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